
健康・医療情報サービスと

障害者サービスの協力による

コーナーづくり

埼玉県立久喜図書館 障害者サービス担当
山本輝子
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１ 健康・医療情報サービス
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平成21年 健康・医療情報コーナー設置

病気・治療に関する情報

心を支えるための情報

生活を支えるための情報

健康でいるための情報

図書館は全ての情報を手軽に入手するのに適した施設
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5種の情報源

図書約8,800冊 入門書から専門書まで

雑誌約60タイトル 各種分野の雑誌を収集

患者会や相談窓口等のチラシを配架 自由に持ち帰れるように

医学文献情報を探せるDBを3種導入 大学図書館等と相互貸借

各種疾患・症状のパスファインダー、資料リスト 司書が作成
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情報リテラシー支援

利用者の健康・医療情報収集のサポート
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 「健康・医療情報
リサーチガイド＠埼玉」

 各種疾患の調べ方案内、資料リスト
→紙媒体での配布、Webでの公開

 情報の探し方講座
→実習形式、質問に答えながら

 連携機関、調査に役立つリンク
→非来館型の情報提供



イベントから生まれた各種情報コーナー
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がん情報コーナー
平成26年設置

妊活情報コーナー
平成26年設置

認知症情報コーナー
平成31年設置



２ 障害者サービス
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障害者サービス

サピエ・国会図書館を通じて、全国の資料を相互利用

対面朗読で、利用者の調査・研究をサポート

県内公共図書館の資料製作・所蔵情報をまとめて発信

専門的資料の障害者用資料の作成

音訳者研修会の定期的な開催で音訳の質の向上を図る
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作成したデータを全世界へ提供

国立国会図書館にデータ提供
登録館(者)ならどこででも
ダウンロードできる
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どの館も作成していない
資料を作ることの意義

人気小説は多く作成されるが、
地域資料や専門資料はあまり
障害者用資料になっていない



利用対象の拡大

2009年(平成21年）改正著作権法
視覚障害でない方も障害者用資料を利用することが可能に

1県に数館のみ
郵送貸出中心

点字
図書館

公共
図書館

多くの市町村に設立
誰でも利用できる
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公共図書館は誰でも
使いやすい施設



３ コーナー設立の経緯
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発達障害に関する講演会・資料展示（平成27年）
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発達障害関係
支援機関、親の会（16団体）
パネル展示

健康・医療情報講座
「発達が気になる子のサポート入門」
講師：阿部利彦 氏



3つの担当が分担して展示を開催
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発達障害関連資料
パスファインダー
支援機関等パネル展示

障害者用資料の
展示、体験会

子どもが発達障害を
知るための本
資料リスト



大きな反響、その理由
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講演会で発達障害

に興味を持つ

入門書から

専門書まで紹介

同じ境遇の

人と繋がる

ユニバーサル

絵本に親しむ 子どもと一緒に

障害を理解する

活字を読むための

様々な資料

自分で調べる

ための方法

障害者用資料の

実際の使い方

健康・医療情報サービス

障害者サービス
子ども図書室

3つの担当が関わったことで
多角的な情報提供ができた



 発達障害関連資料

 資料リスト

 親の会等パンフレット

 デイジーと原本

 LLブック

 マルチメディアデイジー

 布絵本紹介パネル

 ユニバーサル絵本
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見て・聴いて・感じる読書コーナー（平成27年）



 発達障害関連資料

 資料リスト

 親の会等パンフレット

健康・
医療情報

 デイジーと原本

 LLブック

 マルチメディアデイジー

障害者
サービス

 布絵本紹介パネル

 ユニバーサル絵本

子ども
図書室

誰でも使える図書

発達障害について調べたい、

繋がりたい人のための資料

親しみやすい絵本

誰でも使える絵本もあり

活字が読めなくても

読書を楽しむための資料

PR用としての展示
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４ 利用者からの反響
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視覚障害者以外の読書が困難な方の登録が増加

これまでの登録者より若い方が多い

→サピエに個人登録、マルチメディアデイジー教科書利用

コーナーを見て「自分にも使えるのか」と質問されることも

朗読CDや大活字本の紹介で終わることもあるが、

「活字が読みにくくても図書館が利用できる」

と思ってもらえる第一歩に
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利用者の増加
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教員の研修会場で出張展示会（平成27年）

ユニバーサル絵本、布絵本、
リーディングトラッカー等の紹介

マルチメディアデイジー教科書等
の操作説明



５ 今後の取組と課題
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子ども図書室に「りんごの棚」の設置（H31）
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全ての子どもたちに読書の喜びを知って
もらうため、アクセシブルな資料を集めた棚



一般登録者が借りることのできる資料を展示し、
お試しで手に取ってもらう機会を増やす
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敷居が高い？障害者用資料

資料の展示、貸出 操作方法の紹介



発達障害関連資料のうち 教育・福祉の資料は熊谷で所蔵
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分野別収集の垣根を越えて
コーナーを作るためには

埼玉県立図の資料分野別分担

 資料費の確保

 適切な選書

 配架スペースの確保

現在は資料リストで情報をカバーしているが、
今後コーナー分野においては購入していく予定



ご清聴ありがとうございました！
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